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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月10日(2009.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査ユニットが複数の格子構造と少なくとも１つのリフレクタ要素とを有する、走査ユ
ニットと走査ユニットに対して少なくとも１つの測定方向に可動の寸法現示体との相対位
置を検出するための位置測定装置において、
－寸法現示体（１０；１１０）によって回折された光束が走査ユニット（２０；１２０）
の方向に伝播し、ここで光束が第１の格子構造（２４．１，２４．２；１２４．１，１２
４．２）を通過し、次いでリフレクタ要素（２６．１，２６．２；１２６．１，１２６．
２）に到達し、このリフレクタ要素によって寸法現示体（１０；１１０）の方向への逆反
射が行なわれ、次に部分光束が第２の格子構造（２４．３，２４．４；１２４．３，１２
４．４）を通過し、次いで新たに寸法現示体（１０；１１０）に到達するように、走査ユ
ニット（２０；１２０）内の要素が配設されており、
－部分光束がそれぞれ通過する際に、部分光束に対して一定のレンズ作用が生じるように
、第１と第２の格子構造（２４．１，２４．２，２４．３，２４．４；１２４．１，１２
４．２，１２４．３，１２４．４）が形成されていることを特徴とする位置測定装置。
【請求項２】
－第１の格子構造（２４．１，２４．２；１２４．１，１２４．２）を通過する際に、レ
ンズ作用として、入射方向に対して対平行に整向された測定方向（ｘ）への偏向作用と、
測定方向に対して垂直にリフレクタ要素（２６．１，２６．２；１２６．１，１２６．２
）に向かう集束作用とが生じ、
－第２の格子構造（２４．３，２４．４；１２４．３，１２４．４）を通過する際に、レ
ンズ作用として、測定方向（ｘ）への偏向作用と、少なくとも測定方向に対して垂直な視
準作用とが生じるように、
　第１と第２の格子構造（２４．１，２４．２，２４．３，２４．４；１２４．１，１２
４．２，１２４．３，１２４．４）が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の
位置測定装置。
【請求項３】
　最初と次の通過の際に生じる偏向作用によって、第１と第２の格子構造（２４．１，２



(2) JP 2007-10659 A5 2009.3.26

４．２，２４．３，２４．４；１２４．１，１２４．２，１２４．３，１２４．４）への
部分光束の到達点間で光線のズレが生じるように、第１と第２の格子構造（２４．１，２
４．２，２４．３，２４．４；１２４．１，１２４．２，１２４．３，１２４．４）が更
に形成されていることを特徴とする請求項２に記載の位置測定装置。
【請求項４】
　第１と第２の格子構造（２４．１，２４．２，２４．３，２４．４；１２４．１，１２
４．２，１２４．３，１２４．４）が、０次の回折を抑制する位相格子として形成されて
いることを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の位置測定装置。
【請求項５】
　第１と第２の格子構造（２４．１，２４．２，２４．３，２４．４；１２４．１，１２
４．２，１２４．３，１２４．４）が、測定方向（ｘ）に等間隔に配設されている湾曲し
た格子線を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の位置測定装置。
【請求項６】
　少なくとも１つのリフレクタ要素（２６．１，２６．２；１２６．１，１２６．２）が
、平面鏡リフレクタとして形成されていることを特徴とする請求項１～５のいずれか１つ
に記載の位置測定装置。
【請求項７】
　平面鏡リフレクタが、走査ユニット（２０；１２０）内に寸法現示体（１０；１１０）
に対して平行に配設されていることを特徴とする請求項６に記載の位置測定装置。
【請求項８】
　走査ユニットが、透明の担体サブストレート（４０；５０）を有し、この担体サブスト
レートの寸法現示体に面した側に、第１と第２の格子構造（４４．１，４４．２；５４．
１，５４．２）が配設されており、平面鏡リフレクタ（４６．１，５６．１）が、
－担体サブストレート（４０）の第１と第２の格子構造とは反対側に配設されており、平
面鏡リフレクタ（４６．１）の反射側が、寸法現示体の方向に整向されているか、
－担体サブストレート（５０）の同じ側に配設されており、平面鏡リフレクタ（５６．１
）の反射側が、寸法現示体とは反対に整向されているか、
のいずれかであることを特徴とする請求項６に記載の位置測定装置。
【請求項９】
　寸法現示体（１０；１１０）に最初に到達する視準された部分光束が、寸法現示体（１
０；１１０）に次に到達した後、視準されて走査ユニット（２０；１２０）の方向に伝播
するように、第１と第２の格子構造（２４．１，２４．２，２４．３，２４．４；１２４
．１，１２４．２，１２４．３，１２４．４）が形成されていることを特徴とする請求項
１～８のいずれか１つに記載の位置測定装置。
【請求項１０】
　格子構造（２４．１，２４．２，２４．３，２４．４；１２４．１，１２４．２，１２
４．３，１２４．４）が、格子構造（２４．１，２４．２，２４．３，２４．４；１２４
．１，１２４．２，１２４．３，１２４．４）とリフレクタ要素（２６．１，２６．２；
１２６．１，１２６．２）間の光学的な間隔に相当する焦点距離を備えていることを特徴
とする請求項１～９のいずれか１つに記載の位置測定装置。
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